
―中Ｆ1― 

描写を抽象化・構造化して主題に迫り，  

自己の生き方について考えを深める生徒の育成  

～中学３年国語科  魯迅『故郷』の実践を通して～  

 

豊田市立朝日丘中学校  森川友樹  

 １  主題設定の理由  

本学級の生徒は，班の仲間と協力して課題解決をしたり，意見を交わし合い

ながら考えをまとめたりすることができる。1 年次から，少人数の学習班での

活動をどの単元でも取り入れて学習を進めてきた。  

中学３年，井上ひさし『握手』の単元でのことである。回想場面の効果を知

り，ルロイ修道士の人物像を読み取る学習をしていた。生徒たちは，回想場面

からルロイ修道士のことが分かる描写をどんどん見つけた。しかし，「つまり，

どのような人物か」という教師の問い返しに生徒は答えられなかった。少人数

の活動や言語活動に熱心に取り組む生徒たちが，複数の描写をまとめて捉えら

れるようになれば，作品を深く読むようになるだろう。  

２  研究内容  

（１）目指す生徒の姿  

 本研究では，次のように目指す生徒を設定し，実践に取り組むことにした。  

（２）研究の仮説と手だて  

目指す生徒の姿を受け，次のような仮説と手だてを立てた。  

①  手だての前提  本実践は，知的構成型ジグソー法を土台としている  

知的構成型ジグソー法とは，分業と対話による課題解決を通して，自分の

考えをよりよくする力を引き出しやすくするための，東京大学 CoREF が開発

した手法である。  

②  手だて１  具体的描写を抽象的に捉えるための手だて  

描写の内容を抽象化して捉えられるように，生徒自身が見つけた描写をワ

ークシートに記入したときに，「つまり」と自問するステップを踏む。  

③  手だて２  生徒の思考を進めるための手だて  

描写を抽象化・構造化して主題に迫り，自己の生き方について考え

を深める生徒の育成  

仮説１  気づく・学び合う段階で，生徒の思いに沿いながら協働的な

活動を設定したり，生徒の思考を手助けするワークシートを用

いたりすれば，生徒は叙述を端的に捉えるようになり，作品の

主題や作者の思いまで思考を深めることができるだろう。  
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 エキスパート学習の段階で，他の生徒と伝え合ったことを記録するワーク

シートを，生徒の思考とズレが起きるような構成にする。  

④  手だて３  思考ツールを用いて考えを形成する手だて  

作品の主題などの抽象的な思考をしていても，本文を根拠にして考えを形

成できるように思考ツールを用いる。  

⑤  手だて４  練り合うときに，本文を意識させる手だて  

生徒が伝えたい内容を単純化したり，根拠になる叙述に立ち返らせたりす

るために，生徒の発言後に，教師が「つまり」や「どこから」と問い返す。   

（３）抽出生徒について  

次に示すＡとＢを抽出生徒とし，その変容を追うことで仮説を検証する。  

 

３  単元構想図（９時間完了）  

主：主体的な学び  対：対話的な学び  深：深い学び  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抽出生徒 生徒の現状  教師の願い  教師の支援  

Ａ子  

論 理 的 に 考 え る こ と

は好きな方でなく，自分

の ペ ー ス を 大 切 に し た

がる傾向がある。発言も

少ない。  

 級 友 と の 活 動 や 思 い

を聞く中で，思考を深め

ら れ る よ う に な っ て ほ

しい。  

活 動 の 中 で 感 じ た こ

と を 記 録 し て 考 え を 深

められるように，１枚ポ

ー ト フ ォ リ オ で の 振 り

返りや，思いを書いて表

現する機会を設ける。  

Ｂ男  

 考 え る こ と は 好 き だ

が，時には考えが広がり

すぎてしまい，叙述に基

づ か な く な っ て し ま う

ことがある。  

 発 想 の 豊 か さ を 認 め

つつも，本文に根拠を求

め た 考 え を 形 成 で き る

ようになってほしい。  

 叙 述 に 基 づ い て 思 考

を整理できるように，問

い返しを行ったり，思考

ツールを用いたりする。 

仮説２  伝える・深める段階で，思考ツールを用いて考えを形成した

り，意図的に教師が出たりすれば，生徒は本文に注目するよう

になり，叙述に基づいた意見の練り合いができるだろう。  
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４  研究の実際  

（１）知的構成型ジグソー法とは  

 知的構成型ジグソー法は，５つのステップから構成される。（資料１）  

 本研究では「知る・つかむ」段階で①を，「気づき・学び合う」段階で②と③

を取り入れた。（単元構想図）  

 ①では，初発の感想を交流した後にテーマを決めた。「寂しい」「暗い」「悲し

い」「悪い方向へ変化している」という言葉が多くみられたことから，「作者は

なぜ，こんなに暗い話を書いたのか」を生徒たちは大テーマにした。A 子は，

「故郷が変わっていくのと同時に，ルントウと私の関係が友達から主従関係に

なっていて，すごく時間の流れを感じました」，B 男は「私とルントウの昔のよ

い思い出が，再会したことによって色あせてしまったのはとても悲しい」とい

う感想をそれぞれ書いた。  

（２）手だて１  具体的描写を抽象的に捉えるための手だて  

 大テーマに挑もうと教師は促すが，情報が足りないと生徒たちは尻込みをし

てしまう。そのため，知的構成型ジグソー法を用いて登場人物の変化の前と後

 
①先生から提示された問 いについて，学習者がま ず一人で答

えを出し，自分の最初の 考えを確かめる。  

②問いに答えを出すため のヒントとなる「部品」 を小グルー

プに分かれて担当して理 解をする。（エキスパー ト学習）  

③それぞれ「異なる」部 品を担当したメンバーが 集まって新

しいグループを作り，そ の内容を交換・統合して 問いに対

するよりよい答えをつく り上げる。（ジグソー学 習）  

④各グループの答えを教 室全体で共有・比較吟味 する。（ク

ロストーク）  

⑤最後にもう一度，問い に対する答えを納得いく まで一人で

出してみる。   

挿 絵 ： 白 水 始 『 対 話 力 』 (東 洋 館 出 版 社 ・ 令 和 ２ 年 )   資料１「知的構成型 ジグ ソー法 」の手法  
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を読み取ることにした。エキスパート学習では，私，ルントウ，ヤンおばさん

の３人の人物を分担し，人物ごとに小グループを編制して追究を始めた。  

A 子は資料２のように「私」の変化の前後をまとめた。「旦那様」という呼称

から「主従関係」，「感激で胸がいっぱい」という表現から「再会を喜ぶ」，昔の

自分たちのように仲よくあってほし

いという，ホンルとシュイションへ

の思いを「希望」という言葉でまと

めている。しかし，変化の前と変化

のあとをそれぞれひと言でまとめる

ことはできていない。  

B 男も「私」を担当した。変化の

あとを「（閏土に比べ）今もよい生

活を送れているけれど，私の希望は

なくなってしまった」，変化の前の

私について「ルントウは私にとって

の希望」とまとめている（資料

３）。しかし，B 男は即座に資料３

のようにまとめた訳ではなく，段階

を踏んでいる。  

B 男は，神秘の宝庫から矢印を書

き入れ「閏土の話は私にとっては珍

しいこと」と書き，神秘の宝庫の意

味を考えている。また，「美しい故

郷→閏土（小英雄の面影が鮮明な

時）がいた時の子供のころの思い出

→私の希望があった時」というよう

に，B 男の思考の流れが記されてい

る。B 男は，それぞれの描写の内容を意味づけする段階を踏んでから，「閏土は

私にとっての希望」と最終的にまとめている。  

 A 子は，B 男のようにつまりの部分を書けていないが，「主従関係」や「再会

を喜ぶ」など人物の様子が分かる描写を見つけて，意味づけはできている。  

 このことから，B 男のように今回のワークシートの構成で描写を抽象化でき

る生徒もいる。しかし，A 子のように描写の意味づけで留まっている生徒が，

描写をさらに抽象化して捉えるためには，ピラミッドチャートなどの思考ツー

ルを用いるとよりよかっただろう。  

（３）手だて２  生徒の思考を進めるための手だて  

 学習班に戻り，ジグソー学習を行った。生徒たちは前時に追究したことを他

の生徒に語る。そして，自分が担当していない他の登場人物のことを，他の生

 

資
料
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で
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し
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ー
ク
シ
ー
ト
（
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男
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資料２  手だて１で自問 したワークシート (Ａ子) 
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徒から口頭で教えてもらう。担当以外の登場人物については記録する必要が出

てくるため，メモをするワークシートに工夫を加えた（資料４）。  

 手だて１のワークシートと手だて２のワークシートの

共通点は，登場人物の変化の前後を書くことである。相

違点は，手だて２のワークシートには，変化のあとと変

化の前の間に書き込みができる空欄を設けたことである

（資料４）。  

Ａ子もＢ男も，生徒の多くがメモを取りながら空欄が

何のためにあるかを疑問に思い，教師に質問をした。生

徒の質問に対して教師は，「変化の前と変化のあとの間

は何かな」と問い返した。Ａ子もＢ男もしばらく考えた

後で変化のきっかけが入ると気づき，生徒の思考は変化

のきっかけに向かった。  

資料５は，第５時間目で何が三人を変えてしまったの

かを考えたときの板書である。私もヤンおばさんも，変

化のきっかけははっきりと書かれていない。そのため，

本文に叙述があるルントウから変化のきっかけを考え始

めさせた。  

生徒たちは，「子だくさん，凶作，重い税金……寄ってたかって彼をいじめて

でくのぼうみたいな人間にしてしまったのだ」の叙述に注目して，ルントウの

変化のきっかけを見つけ出した。教師が「つまり」と問い返すと，しばらくし

て生徒たちは「社会や

時代」と抽象化した。

その後，ルントウを変

えてしまった当時の中

国の社会や時代の様子

へ生徒の思考は向かっ

たため，当時の時代背

景が分かる資料を提示した。  

資料６は，抽出生徒の振り返りで

ある。Ａ子もＢ男も社会や時代の影

響で変化した人物はルントウだけで

はないことを読み取っている。さら

に「時の流れに逆らえない」や「自

分でなにかした訳ではない」など，

半ば強制的に登場人物を変えてしま

うという，社会や時代が人に与える

影響の強さをＡ子もＢ男も指摘している。  

 
 

 

 

 

 

 

 
     

資料６  第５時間目の ふ りかえり  

左（Ａ子）右（Ｂ男）  
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資料 ５  第５時間目の板 書  
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（４）手だて３  思考ツール（クラゲチャート）を用いて考えを形成する。   

 社会や時代の影響力の大きさと，３人の登場

人物がどうしてよくない方向へ変化してしまっ

たのかを学んだ生徒たちは，大テーマに挑む準

備ができたようである。「作者はなぜ，こんな

に暗い話を書いたのか」を考えることになっ

た。しかし，授業者の経験から，作品の主題な

どを考えさせようとすると，生徒は叙述から離

れてしまいがちになる。自分の考えの根拠を本

文に求められるように，クラゲチャートという

思考ツールを用いて考えの形成を行った。クラ

ゲチャートは理由付けをするときに用いられる

思考ツールで，頭の部分に考えを，足の部分に

理由を書いて思考を可視化するものである。  

資料７，資料８は，一人調べで作成したＡ子

とＢ男のクラゲチャートである。Ａ子は「希望

とは人がその人生に影響され叶えやすくもにく

くもなる？」と考えを書き，理由に本文「もと

もと地上に道はない」を挙げた。「？」がつい

ており，Ａ子は考えに自信がないようである

し，Ａ子の考えと理由は結びついていない。こ

の日のＡ子の振り返りには，「どれだけ道が間

違っていても，多くの人が正しい，これが国の

ためだなどと思い行動をおこしていたら，それ

は道となって人々が進んでいってしまうのか

な」と，理由に挙げた「地上の道」について詳

しく書いている（資料９）。希望とはずれてい

るが，纏足などの誤った当時の風習を指してい

ると思われる。  

Ｂ男は，「今の文化や生活を変えて新しい生

活をしていかなければ，私たちに希望はない」

ことと「悲しい現状は多くの人が動かないと変

えられない」と考えを書いた。さらにＢ男は，

私とルントウの姿が当時の中華民国の人の現状

であることを指摘し，地上の道の叙述を「多く

の人が動けば変えていくことができる」と捉え

て理由に挙げている。また，欄外に「新しい生

活→理想論」とも書いており，作品の中に登場

 
 

 

 

 

 

 

 
          

資料７  クラゲチャート （Ａ子）  

 
 

 

 

 

 

 

 
          

資料８  クラゲチャート （Ｂ男）  

 
 

 

 

 

 

 

 
          

資料９  

 第６時間目のふりかえ り（ Ａ子）  

 
 

 

 

 

 

 

 
          

資料１０  

 第６時間目のふりかえ り（ Ｂ男）  
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する「新しい生活」を否定的な目で見ていることも分かる。振り返りには，Ｂ

男の捉え方が端的に記されている。「魯迅は，当時の制度を批判」しようとした

こと，そして「当時の人たちの価値感（原文ママ）を変えようと」したことで

ある。しかし，価値観を変えて魯迅が向かわせようとした「新しい生活」をＢ

男は好意的には捉えていないことが伺える。  

（５）手だて４  練り合うときに，本文を意識させる手だて   

 Ｂ男はある生徒の発

言を自分の言葉で言い

換えようと試みる。そ

して，「新しいあたり

前」をキーワードとし

て思考を深めていく。  

 Ｃ１の発言「新しい

当たり前になる」をきっかけにし

て，Ｂ男は「新しいちゃんとした

常識ができる」，「しっかりとした

文化ができていく」，「希望的な呼

びかけ」と表現を変えてはいる

が，肯定的な捉え方に変化したこ

とが分かる。また，新しい常識と

は，「他の見方を取り入れて」改

善することとも述べている。教師

が問い返すが本文を根拠にするの

ではなく，社会の授業というＢ男

の経験を根拠に挙げてきた。振り

返りの時間が迫ってきたため，第

９時間目は結論がまとまらず，オ

ープンエンドとなった。  

 新しい常識(生活)をするために

今までにない新たな視点を取り込

むことがよいというＢ男の捉えは

正しい。根拠として自身の体験を

挙げることもよくあることだ。Ｂ

男が本文に目を向けられるように，教師はさらに出て，切り返すとよりよかっ

たと思われる。  

 練り合いをした次の時間は，今までの学びを思い起こしながら『故郷』を読

み返した。資料１３は，読み返した後に書いたＡ子の感想である。まちがった

時代の常識を変えようとした魯迅の勇気と行動力をすごいとたたえるだけでな

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料１１  第８時間目の 板書  

Ｃ １ ：  魯迅はてん足だったり変な世の中に対して間違っていると感じたん

だけど，当時はそれが当たり前のことだったので，魯迅はその間違い
を読んだ人に気づかせるためにこの話を書いたと私は思っています。
てん足などが間違いだと気づく人が多くなれば，それが新しい当たり

前になるので，「地上に道はない」というのは，そういう意味だと思い
ます。 

教 師 ：  今の話分かった？自分の言葉で言い換えられるかな。 

Ｂ 男： 当時の当たり前，つまり，当時の常識みたいなのを間違っていると思

う人が増えることで，新しいちゃんとした常識ができるのかなと思い
ました。 

教 師 ：  新しい常識というのは…… 

Ｂ 男： てん足だったり，○○さんが言ったみたいな，民主制の時代になった

のに昔の文化が抜けていないこととか。昔の文化の悪いところが抜け
るから，しっかりとした文化ができていくんじゃないかなと思います。 

教 師：  こっち（ルントウや私の生き方）には警告を発している。Ｂ男くん，

こっち（水生たち）はどういうこと？ 

Ｂ 男： 警告というより，新しいものに変えていこうよという，希望的な呼び

かけをしているという捉え方をしていると思います。 

教 師 ：  新しい常識とみんな言ってくれているけれど，本文では新しい生活

ということばで書いている。それは，どういうもの？ 

Ｃ ２ ：  身分の差をなくして，平等にすること。 

Ｂ 男： この時代，この文化はこの国独自のものなので，周辺諸国の文化とか

をしっかり取り入れてみると，他の国の一般的な新しい常識が入って
くると思いました。 

教 師 ：  どこから分かる？ 

Ｂ 男 ：  社会の授業で中国のことをやったときに，てん足とかいう文化があ

るなんて全然聞かなかったし，知らなかった。じゃあ，他の国だったら

そういう文化はないんじゃないかと思ったんです。間違った文化があ
るというのは，その国の人は間違っていると思っていないけど，他の
国の人は間違っていると思っていると思う。そうやって，他の見方を

取り入れることで，そこから改善されていくんじゃないかなと思うん
です。       資 料 １ ２  第 ８ 時 間目 の 授 業 記 録  
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く，「よくも悪くも現実を見せ，実現できるかは分からないけれど，動かなけれ

ば何も起きないというようなことを伝えているようにも感じてかっこいい」と

も書いている。  

 さらに，Ａ子自身のことにも考えが及び，「私は身の回りのことを時々俯瞰し

てみて，少しおかしいのでないかと思う所には，何がおかしいのかなど原因を

探って解決できるようにしていきたい」と，今後意識していきたいことをはっ

きりと書いている。  

 Ｂ男は，魯迅の生き方が大変だと思

う一方で，人を救いたいという魯迅の

一生懸命な思いを感じ取っている。そ

のことを自分に当てはめてみて，「こ

れからの生活で本当に大事な友は，何

があっても手助けできるようになりた

い」と，まとめている（資料１４）。  

５  成果と課題  

（１）手だて１について  

生徒は「つまり」と自問することで，抽象的に捉えることができた。しか

し，本文から抽象的な捉えするまでに，生徒の思考は段階を踏んでいる。その

ため，ピラミッドチャートのような形にすると，生徒の思考によりあったワー

クシートになったと思われる。  

（２）手だて２について  

 生徒の思考とズレがあるワークシートによって，登場人物の変化を読み取っ

ていた生徒の思考は，変化のきっかけや社会や時代がもつ力の大きさ，当時の

時代背景へと自然に向かったため，有効であった。  

（３）手だて３について  

 クラゲチャートにより，自分の考えの根拠を本文に求めることができた。根

拠の妥当かどうかを生徒自身が見直せるように，考え形成の段階から生徒に意

識づけをする方がよりよいと思われる。  

（４）手だて４について  

 新しい生活や希望について考えながら，生徒は主題や作者の思いに迫ること

ができた。さらに本文に注目させるためにも，教師の出や問い返しのタイミン

グ，問い返しの技量や幅を広げていく必要がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 
  

資料１３ 『故郷』を読み返した感想（Ａ子） 

 

 

 

 

 

 

 

 
         
資料１４  『故郷』を読 み返した感想（ Ｂ男）  


